
事業概要 【平時・災害時共通 住⺠・関係⼈⼝との相互コミュニケーションによるwell-beingの実現】
実施地域 宮崎県延岡市 事業費 199,150千円
実施主体 宮崎県延岡市 ⼈⼝ 114,951⼈(R4.11.1)

事業概要

本事業において、プライバシー保護及びセキュリティ確保の⾯で信頼性が⾼く、耐災害性を有する⾃⽴分散型のシステム（NerveNet）を活⽤
することで、これまで本市を訪れる出張者や観光客などの知りえなかった情報（⾜跡）を⾒える化するとともに、アンケート回答者に対する本市独
⾃の地域通貨「のべおかＣＯＩＮ（加盟店は485店舗あり、その情報提供が消費喚起につながる）」の付与や、美味しいお店・⾃然豊かなス
ポットなど、本市の魅⼒の情報を提供し、積極的な相互コミュニケーションによる新たなつながりを築くことで、関係⼈⼝の増加、域内消費の促進、
効果的・効率的な地⽅創⽣施策の展開を図り、⾃律的で持続可能な地域経済の好循環を推進する。
また、災害時にも、地域住⺠や観光客も含め、普段から多くの⼈々が活⽤しているサービスやアプリケーションを⾏政が確実に提供するとともに、避
難⽣活に必要な⽣活必需品を確実に避難所に届くようにすることで、誰⼀⼈取り残さない情報ネットワークによるBCPに強いまちづくりを推進する。
こうした平時と災害時の両⽅に対応したまちづくりを展開することにより、⼈⼝減少等に⻭⽌めをかけ、地⽅創⽣の推進を図る。

具体
サービス

１．⾃⽴分散型システムを活⽤し⼊⼿した個⼈情報を⽤いて、地域住⺠や関係⼈
⼝の満⾜度向上に向けたOne To One（個別最適化）の情報提供サービス
※各分散サーバーが常に同期をとり情報を共有する、災害にも強いシステムを導⼊
することで、災害時でも平時と同様のサービスが可能

（１）（3）のアンケートに同意した出張者や観光客に対してポイントを付与し「外
貨」を獲得する事業
・関係⼈⼝︓関⼼に応じて、飲⾷や買い物の情報やふるさと納税、移住、企業

誘致等の情報を双⽅向でやりとりした上で地域通貨（のべおかＣＯ
ＩＮ）のポイント付与（500円分。なお、ポイントの財源は市⾃らが
負担）と共に個別に提供

（２）地域住⺠に対して各種イベント情報、⾏政情報（⼦育て情報、教育情報
等）を個別に提供

（３）市⺠や観光客などへのアンケート協⼒依頼システム
２．避難所・災害対策本部・物流拠点間の連携を図るシステム
（避難所の⼊退出・安否確認をマイナンバーカードで⾏う機能、避難所からの被災者
⽀援情報を発信する機能、⽣活必需品の配送機能）
※上記を⾏うにあたり、⾃⽴分散型サーバーの設置、情報⼊⼿及び発信のための
20基地局内外のWi-Fi環境の整備、個⼈情報保護の観点からの本⼈の同意
管理を実施する。なお、20基の基地局は、鉄道駅・道の駅・主要観光施設・主
要体育施設、主要避難所などに設置する。

主な
KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①出張者や観光客の各種ニーズ把握のためのアンケート調査の実施
②地域通貨「のべおかCOIN」新規登録者数（累計）
②展開エリアでの防災訓練等の開催数（累計）

【アウトカム指標（成果指標）】
①地域通貨「のべおかCOIN」の決済額
②延岡市のホームページのアクセス数
③以前より安⼼安全が⾼まったと回答する市⺠の割合
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②QRコード 自治体掲示板‐2<地域交流情報>
‐ 災害時の避難所における必要物資の情報を入

力する
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‐ 災害時の避難所における必要物資の情報を入
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